コラム　１８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川クリニック　長谷川　浩

（北海道国民健康保険団体連合会発行　北海道の国保2010年10月号）

除去誘発試験のメカニズム
　ランドルフは臨床的考察から、「(1)過敏になった食物を3日に空けず食べていると、病状がゆっくり進行すること　(2)ここで、数日以上その過敏性食物を完全除去すると、症状が短時間（分～時間単位）のうちに増強して現れること」を示しました。

　食物アレルギーでは、現在、除去誘発試験が診断のゴールドスタンダードとされています。アレルゲン食物を1～2週間の完全除去（除去試験）後に食べる（誘発試験）と、以前より過敏に反応することは、私達も実感しています。過敏性が増すことで、症状のコントラストがはっきりして診断しやすくなるのです。アレルゲン食物か曖昧な場合、覆面型や依存症タイプの診断、前回お話しした耐性獲得の確認にも利用されています。

　しかし、このメカニズムは完全に明らかになっていません。一般には、「(1)頻繁にアレルゲンの刺激に曝される場合、免疫応答が低くなるため、慢性的にマイルドな症状が続く　　(2)この状態で数日～数週間アレルゲンを除去すると、免疫応答性が高まることでアレルゲン刺激に強く反応する　(3)この過敏状態は、3～6ヶ月で低下することがある」と考えられているようです。

　理由はどうあれ、完全除去を始めた時期の誤食はたいへん危険です。十分にご注意ください。　
(参考文献；「ランドルフ博士の新しいアレルギー根絶法」セロン G.ランドルフ著、河野泉訳、桐書房)
